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２．業績の概要

３．受賞のポイント

本研究業績は、魚類の始原生殖細胞を単離し、異種間移植によって卵や精子を生産する
技術を開発したものであり、新たな魚類養殖法である代理親魚養殖への道を拓いた点で
評価できる。また、始原生殖細胞の単離・凍結保存技術の確立により、卵の凍結保存が
困難な魚類について、遺伝資源保存への応用が期待される。

主な業績

マグロのように大型で飼育が難しい魚種の卵や精子を、小型で扱いやすいアジやサバ
のような魚種に生産させる技術の開発を目指し、魚類の代理親魚養殖の基盤技術を確立
した。
本研究では、ニジマスを材料に用い、卵と精子のおおもとの細胞である始原生殖細胞

を、クラゲ由来の緑色蛍光タンパク質（GFP）遺伝子で標識し、この蛍光を指標に本細

胞を生きた状態で大量に単離・精製する技術を確立した。単離した始原生殖細胞を免疫
系が未熟で異種細胞を拒絶する能力を保持しない孵化直後の稚魚の腹腔内に移植すると、
移植した始原生殖細胞は、宿主の生殖腺に向かって自発的に移動し、そこに取り込まれ
た後、宿主の生殖腺内で機能的な卵や精子にまで分化した。さらに、本移植技術を異種
間にも応用することで、ニジマスの卵や精子を生産するヤマメを作出し、得られた配偶
子由来の正常なニジマス次世代個体を得ることに成功した。
一方、魚類においては卵あるいは胚を凍結保存する方法は確立しておらず、絶滅危惧

種や優良品種の遺伝子資源を半永久的に保存する方法が存在しない。そこで、単離した
始原生殖細胞を液体窒素内で凍結保存する技術を確立した。また、この凍結細胞を宿主
に移植することで、凍結細胞に由来する次世代個体を得ることにも成功している。
本成果を、単離した生殖細胞の試験管内培養技術と組み合わせることで、培養細胞に

由来する魚類個体を作出することも期待される。
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養殖工場内の小型水槽でマグロ親魚（体重：数百kg）の
代わりにアジ代理親魚（体重：数百g）から受精卵を採取

商品サイズのマグロ（体重：10-30kg）の生産または

栽培漁業用種苗として海へ放流

遺伝的有用系統・希少種等の生殖細胞の凍結保存

近縁の代理親魚へ凍結細胞を移植

代理親魚が凍結細胞由来の卵・精子を生産
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①代理親魚養殖への応用 ②魚類遺伝資源保存への応用

本研究の今後の応用分野
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